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本日の日程
【前半】

９：３０～
○ 開会、イントロダクション

９：４０～１０：２０
○ 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より
○ 後半の協議題に関わって

 （休憩１０分）

【後半】
   １０：３０～１１：５０

○ 子供一人一人が数学的な見方・考え方を
 働かせる学びについて （協議・発表）

１１：５０～１２：００
○ リフレクション・閉会
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知識及び技能

数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などを理解すると
ともに、日常の事象を数理的に処理する技能を身に付けるようにする。

思考力、判断力、表現力等

日常の事象を数学的に捉え見通しをもち筋道を立てて考察する力、基礎的・
基本的な数量や図形の性質などを見いだし統合的・発展的に考察する力、数
学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表したり目的に応じて柔軟に
表したりする力を養う。

学びに向かう力、人間性等

数学的活動の楽しさや数学のよさに気付き、学習を振り返ってよりよく問題
解決しようとする態度、算数で学んだことを生活や学習に活用しようとする
態度を養う。

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

はじめに
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5

令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成



数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(2) 「A 数と計算」の内容の概観

［解説p.42参照］
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数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

［解説p.42-67参照］

〇〇に着目して捉え、根拠を基に筋道を立てて考えたり、
統合的・発展的に考えたりすること
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数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

統合的に考える

異なる複数の事柄をある観点から捉え、

それらに共通点を見いだして一つのものとして捉え直すこと

・小数のしくみの学習 → 「整数のしくみはどうだった？」

・重さの普遍単位（ｇ）の学習 → 「長さやかさの単位は？」

・角柱の学習 → 「立方体や直方体も角柱？」

つまり、～と同じってことだね。
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数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

発展的に考える

物事を固定的なもの、確定的なものと考えず、

絶えず考察の範囲を広げていくことで新しい知識や理解を得ようとすること

・数を１つ大きくしてみると？

・

・分数のたし算の仕方は分かった。ひき算のときはどうする？

だったら、こんなときは？
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成



［解説p.8参照］ 22
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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令和７年度 小学校算数科担当指導主事連絡協議会より作成
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32

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授
業改善を図り、資質・能力を育成する

◎（多様な）子供一人一人が

◎数学的な見方・考え方を働かせる
学びを実現する



教師の「みる」

授業をみる 子供をみる

育成すべき資質・能力

働かせる見方・考え方
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「思考・判断・表現」の評価問題例 第３学年「あまりのあるわり算」

教師の「みる」

子供をみる
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教師の「みる」

子供をみる
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全国学力・学習状況調査から授業改善

授業をみる
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全国比 －０.６

全国学力・学習状況調査から授業改善
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「理由６」で不正解の児童‥全国比 ＋２.７

「理由７」で正解の児童‥‥全国比 －２.９

「台形」正解

全国学力・学習状況調査から授業改善
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はい、台形です。

いいでーす。同じでーす。

このような授業はみられませんか

これらの図形は
何という図形ですか。

？ 「授業記録」には現れない児童
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はい、台形です。

いいでーす。同じでーす。

そうですね。
向かい合う一組の辺が平行ですね。

「いいでーす」
「教師ばかり説明」

して終わり。

このような授業はみられませんか

これらの図形は
何という図形ですか。
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はい、台形です。

授業改善する

どうして、〇〇さんは台形
と思ったのか、お隣の人と説
明し合ってみましょう。

どうして、〇〇さんは台形と
思ったのか、図を使ってお隣の
人と説明し合ってみましょう。

全員が説明する場を設定し、説明できないなと思う
ことも含め、意味や根拠を考える場を設定する。

これらの図形は
何という図形ですか。
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はい、台形です。

理由を言います。
なぜ、そう考えたの

か図形で説明します。

授業改善する

なるほど。向かい合う一組の辺
が平行になっているからですね。

～児童が意味や根拠を考え、説明する場を最大限に～
授業の「質」を改善する

どこのことか説明します。

これらの図形は
何という図形ですか。
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全国比 －３.８

導き出した結論の根拠となる数を
読み取ることができる

全国学力・学習状況調査から授業改善
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いいでーす。
同じでーす。

そうですね。

本当ですか？
どこを見るとそのことが分かりますか。
（分からない児童を意識した問い返し）

理由を言い
ます。

全国学力・学習状況調査から授業改善
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全体にあえて教師が問いかけ、協働的に学ぶ。

みんなで分かっていこうという雰囲気が大切。

○○さんが～と言っていますが、～ってどういうことかな。
ペアで話してみよう。みんなに話してみよう。

教師はわからない児童に共感し、味方になる

自己肯定感を大切にしてみんなでわかっていこうとする学級に

教師は説明するのではなく、つまずきを問い返す
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方策
・問題を発見できるようにするためには
児童が数学的な見方・考え方を働かせながら問題を観察する場を設け、まずは解けないこと（新しい問題）
に気づくようにすることが大切です。 教師の問いかけ「何に困っているのですか？」

・既習内容と関連付けることができるようにするためには
どうしたらよいかを問うことにより、児童が自分で既習内容を振り返ったり、「～ならできるのにな」と
既習内容と関連づけたりすることができます。 教師の問いかけ「どうしたらいいですか？」

「たし算ならできるのにな」「長方形ならできるのにな」
※教師が安易にめあてや関連する既習内容を与えてしまわないようにしましょう。

方策
・意味や根拠を考えられるようにするためには
どうしてそのように考えたのかを問うことにより、数学的な見方・考え方を顕在化することが大切です。
また、本当かどうかを問うことで、児童が根拠を説明しようとする場が設けられます。

教師の問いかけ「どうしてそうしようと思ったの？」
教師の問いかけ「本当ですか？」「偶然じゃないの？」

・全員が説明できるようにするためには
ペアや小グループで説明し合うとき、説明するだけでなく、質問し合うことが大切です。

「なんでそうなるの？」
※教師が説明ばかりすると、児童が思考・判断・表現する場がなくなります。あえて問い返しましょう。

課題①「児童が問題を発見し、既習内容と関連付ける」ことに課題がある。

課題②「児童が意味や根拠を考えること」に課題がある。

本県の課題と方策

46



検索「GeoGebra  幾何」

ICTの効果的な活用
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初等教育資料２０２２ １２月号

ICTの効果的な活用
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検索「小学校を中心とした
プログラミング教育ポータル」

検索「StuDX Style」

ICTの効果的な活用
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「小学校を中心としたプログラミング教育ポータル」「StuDX Style」

技能でなく、論理的思考力

StuDX Style https://www.mext.go.jp/content/20210610-mxt_kyoiku01-000015480_js.pdf

ICTの効果的な活用
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51

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授
業改善を図り、資質・能力を育成する

◎（多様な）子供一人一人が

◎数学的な見方・考え方を働かせる
学びを実現するためにはどうするか

各実践の成果と課題を見いだしながら、算数科
授業のよりよい在り方を一緒に考えましょう。



【後半】１０：３０～１１：５０
協議題：子供一人一人が数学的な見方・考え方を

働かせる学びについて（協議・発表）

⓪目的：協議題において効果的な手立てを探る

①１０：３０～１０：４０
○ 協議・発表についての説明

②１０：４０～１１：３０（５０分間）
○ 第２グループで協議 ※記録する

→実践報告を共有し、成果と課題をまとめる

③１１：３０～１１：５０（２０分間）
○ 第１グループで発表 ※記録しない

→②でまとめた協議内容を発表する
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おわりに

実践に生かそうと
思うことはありましたか。

もっと考えたいと
思うことはありましたか。

どのような気付きが
ありましたか。

本日の会を振り返って
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持続可能な授業（学び）の創り手に

「主体的・対話的で深い学び」の視点か
らの授業改善とは、特定の指導方法の
「型」の普及を指すのではなく、
（中略）子供たちに求められる資質・能
力を育むために必要な学びの在り方を絶
え間なく考え、授業の工夫・改善を重ね
ていくことです。
（文部科学省「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」
のためのサポートマガジン『みるみる』p.6-7 R7.4）

おわりに



算数科における「令和７年度の重点」

○数量や図形に関する基礎的・基本的な知識及
び技能を確実に身に付けている。
○筋道立てて考え、具体物、図、言葉、数、式、
表、グラフなどを用いて事象や問題解決の過程
を簡潔・明瞭・的確に表現したり、統合的・発
展的に考察したりしている。 
○算数の楽しさやよさを実感し、算数で学んだ
 ことを生活や学習に活用しようとしている。

目指す子供の姿
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算数科における「令和７年度の重点」

①学習評価を充実させ、学びの質を高める
◇本時だけでなく、単元を通してどのような資質・能力を育成するのかを把握する。『「指導と
評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料小学校算数』をもとに、評価規準の設定や
単元計画の作成を行い、評価問題を工夫する等、児童の学びの質を高める。

②児童の学びのプロセスを重視し、児童が意味や根拠を説明できるようにする
◇児童が新しい問題に出合ったとき、自ら既習内容を振り返り、関連する内容を糸口として問題解
決できるように、教師は「どうすればよいですか」等を問い、児童が既習内容と関連付けられる
ようにする。
◇児童が意味や根拠を考え、説明できるように、教師は説明ばかりするのではなく、意見が出
たあと「～さんは、なぜそのように考えたのかな」とあえて全体に問いかけることで、数学的な
見方・考え方を顕在化させ、完成した図や式でなく問題解決の過程を共有できるようにする。
また、児童のつまずきを事前に想定し、図による可視化等、解消できる方策をもつようにする。
◇児童が統合的・発展的に考察することができるように、振り返りにおいて、既習内容との共
通点から一つのものとして捉え直したり、考察の範囲を広げて新たな問題を見いだしたりす
る場を確保する。

③学級全体で児童が学び合うことを価値付ける 
◇児童が「自分だけ分かればよいのではなく、学級の全員が分かること」を目指し、協働的に
学ぶことができるように、具体物、図、言葉、数、式、表、グラフ等数学的な表現を目的に応
じて柔軟に用いる場を確保する。ＩＣＴは、「デジタルの力でリアルな学びを支える」とい
う考えに立ち、資質・能力の育成のために積極的に活用する。

目指す子供を育成するための教師が取り組む具体的な実践内容
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徳島県立総合教育センターＷｅｂサイト

学習ガイド等
ダウンロード可能

学習指導案
重点目標等
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令和７年度 徳島県小学校教育課程研究集会

＜算数＞

本日は、ありがとうございました。
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班番号：（      ）       令和７年度徳島県小学校教育課程研究集会（算数） 

協議題：子供一人一人が数学的な見方・考え方を働かせる学びについて 

（１）皆様の報告を記録してください。 ※この後、発表しやすいようにまとめておくといいです。 

（成果は○、課題は●、その他どちらでもないものは、「・」から書き始めてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）上記（１）の課題解決に向けた取組案やよりよい学びのためのポイント等、 

今後の展望をまとめてください。 

 

 

 

 

 

※ こちらの記録は、協議の後、回収いたします。 

・報告は、お一人１０分程度でお願いします。（質疑含む） 

・報告者以外の先生方で成果や課題につながるご意見やご

質問等をお考えください。 

・（１）が終わり次第、（２）に進んでください。 

※ こちらの記録用紙は、当日用意しておきますので、 

ご持参いただく必要はありません。 
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